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要介護状態区分等と支給限度基準額
要介護状態区分等にかかわらず、支給限度基準額は20 万円ですが、
要介護状態が著しく上がった場合及び転居した場合については、
例外の取扱いがあります。









（１）改修箇所が確認できる写真
取り付け位置や場所の確認等を行います。改修する場所ごとに全て撮影して提
出してください。段差等が問題になっている場合は、改修箇所のみではなく、
周囲の状況が分かる写真も添付してください。また、撮影の妨げとなる家具な
どは撤去してから撮影をお願いします。
写真ごとに撮影日が入ったものが必要です。日付機能のない写真機の場合は、
日付を記入した黒板や紙等を手に持って撮影してください。

住宅改修箇所の改修前写真、図面等



（２）必要な生活動線が確認できる図面
利用者の身体状況、家屋内の状況から、手すり等の設置箇所が適切か確認しま
す。家屋内の移動を目的とした住宅改修、特に廊下等に手すりを設置する場合
は、廊下だけでなく居室も記載し、生活動線が確認できるようにしてください。
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図面
・被保険者名（利用者名フルネーム）被保険者番号を記入してください。
・普段の生活動線がわかるように図面を作成し、部屋の名称（玄関、居間、寝室、浴
室、トイレ等）を記載してください。（建具の種類や向き、動線がわかるように）
・図面に改修箇所を記載してください。
・既存の手すり等を記入してください。
・理由書と見積書、図面及び改修箇所の写真に番号を付け、整合した内容となるよう
書類を整えてください。

改修前の写真
・被保険者名（利用者名フルネーム）被保険者番号を記入してください。
・改修箇所ごとの写真を、台紙(写真貼付用紙等)に添付してください。
・写真に撮影日を入れてください。カメラの日付機能や日付を記載したボード等を使用し
て撮影してください。日付なしやオートシェイプ等で後から挿入等は、認められませんの
でご注意ください。
・手すり設置の場合、写真へ設置する部分に線を引いてください。
・段差解消の場合、段差にメジャーをあてた写真（改修範囲がわかる写真）と、その近接
写真（目盛りが読めるもの）を提出してください。
・改修箇所の全体が写っていること(例えば床上げの場合、床全面の写真。写真の撮影が
広範囲になる場合は、複数枚に分割して撮影してもかまいません。)。
・理由書と見積書、図面及び改修箇所の写真に番号を付け、整合した内容となるよう書類
を整えてください。
※改修箇所の一部しか写っていない、日付がわかりにくい、ピントが合っていない等で状
況が確認できない場合は撮り直しをお願いすることがあります。





既存縦手すり
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〔住宅改修が必要な理由書P1〕
誤りや漏れがないように全ての項目を記載してください。

〈基本情報の欄〉
作成日時点の利用者情報を記載してください。要介護認定情報欄については、事前申請時に新規及び区分
変更申請中の場合、空欄で受理します。
〈作成者の欄〉
現地確認日、作成日及び、理由書を作成した担当者の氏名、資格、所属事業所、連絡先を記載してくださ
い。

〈総合的状況〉
・利用者の身体状況
病歴や入退院歴（直近）、身体状況（認知症の進行、可動域制限等）、立ち座りや跨ぎ動作、屋内外の移
動（伝い歩き、杖歩行、車椅子等）といった生活動作の状況等について記載してください。
・介護状況
家族介護の状況や介護サービス及びそれ以外のサービス利用状況等を記載してください。
・福祉用具の現状の利用状況と改修後の想定
改修前と改修後の想定される福祉用具の利用状況を記載してください。
・住宅改修により、利用者は日常生活をどのように変えたいか
利用者の希望や住宅の状況等を踏まえて、どの生活動線の不具合をどのように改善したいか、またその効
果を記載してください。

住宅改修が必要な理由書

理由書の作成にあたっては、一般社団法人シルバーサービス振興会の
「作成の手引き」及び「直方市住宅改修勉強会」を参照してください。



〔住宅改修が必要な理由書P２〕

① 改善をしようとしている生活動作
現状の改善を必要とする動作についてチェックを入れてください。

② ①の具体的な困難な状況（…なので…で困っている）を記入してください
改修箇所や内容ごとに、生活動線上どのような動作が利用者、介護者にとって困難な状況であるかを、具体
的に記載し改修目的を明確にしてください。
※段差解消が必要な場合
どこの段差が高いのか、また片段差なのか跨ぎ段差なのか等がわかるように具体的に記載し、高さの寸法も
記載してください。

③ 改修目的・期待効果をチェックした上で、改修の方針（…することで…が改善できる）を記入してくだ
さい
困難な状況を住宅改修によりどのように改善するのか、チェックを入れてください。
困難な状況を改善するために、どのような改修をおこない、生活動作をどのように改善させるかを記載して
ください。
※段差解消の場合
段差を改修する部分の段差解消方法と、何センチに解消することで、どのように動作が改善するかを記載し
てください。スロープ設置の場合は、スロープの高さ、幅、奥行きを記載してください。

④ 改修項目（改修箇所）
改修箇所は、②や③の言葉と統一してください。
手すり取り付けの場合、手すりの長さや縦型や横型、L型、本数を記載してください。
例：③「トイレ入口に縦手すりを設置～」→④×「トイレ手すり」
○「トイレ入口４５㎝縦型手すり１本」

※虚偽又は不正に理由書を作成したときは、介護保険法第６９条の３９の規定により介護支援専門員の登録が抹消される場合があります。

住宅改修が必要な理由書



理由書の見方
理由書は下記図のようにアセスメント部分と計画部分に分けられます。
以下のポイントに留意して、必要な内容を記載してください。



原本とわかる
ように
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住宅改修等の点検および福祉用具購入・
貸与調査の取組促進に向けた手引き































考えてみよう



天井の照明は影になることもあり
足元照明も必要です。

考えてみよう



考えてみよう



考えてみよう



考えてみよう



考えてみよう



考えてみよう



考えてみよう



考えてみよう



考えてみよう



考えてみよう



考えてみよう



考えてみよう



考えてみよう



さいごに

アンケートの
ご協力

お願いします

※アンケートに回答して頂いた事業所に回答事例を送ります

https://ttzk.graffer.jp/city-nogata/smart-apply/surveys-alias/R6zyuutakukaisyuuzigo



住宅改修Ｑ＆Ａ
このＱ＆Ａは、平成12 年4 月28 日付厚生省老人保健福祉局老人保健課事務
連絡「介護報酬に係るＱ＆ＡＶｏｌ．２」等の文書や、独立行政法人福祉
医療機構が運営するＷＡＭＮＥＴ（ワムネット）に掲載された厚生労働省
のＱ＆Ａから抜粋したものです。判断に迷ったときは、根拠法令等を確認す
るなどした上で、介護サービス係までお問い合わせ願います。
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